
僕の出会った詩人たち #7 白犬     馬野ミキ 

 

 

いままで紹介した詩人たちと比べると 

ずっとネームバリューは落ちる 

また、じぶんの個人的な話にもなるかもしれない 

 

白犬(しろいぬ) 

 

彼女は主に詩の投稿サイトを主戦場としている 

高校一年から約十年、自宅にひきこもっていたのだと 

その１人ぼっちの世界から脱することが出来たのは、詩のお陰であると彼女は言う 

 

平居さんにも毎月原稿を頂いている「抒情詩の惑星」https://poetry2021.webnode.jp/  

の創刊記念朗読会にて、白犬さん と出会った 

コロナ禍に行われたイベントで大島健夫くんに音頭をとって頂き 

ステージと客席の間には透明な仕切りが設けられ 

密か何かを避けるためにお客さんの人数も限定したイベントであった 

 

階段の喫煙スポットで白犬さんは困ったような顔で煙草を矢継ぎ早に吹かしていてた、ように自分

には見えた 

茨城からこのイベントに来たのだという 

その時少し二人で話した 

白犬さんからは、自己に対する自信のようなものはまるで伺えなかったが 

酒を注文するとグビグビと喉を鳴らせて飲むのが印象的であった 

 

「抒情詩の惑星」への寄稿を待っていますね、というような会話でその日は別れたと思う 

そして数か月、何も進展することはなかった 

社交辞令としてはごく一般的でめずらしくないものだ 

 

ふと或る時自分は「抒情詩の惑星」での企画での誌上ワークショップの案を彼女に持ち掛けた 

白犬さんは快く受け入れてくれた 

LINE でのリアルタイムなやり取りをほぼそのままホームページに反映させていくシリーズものであっ

た 

いちおうは自分が先生、白犬さんが生徒という役割であったのだが 



謎が謎を呼ぶように、だんだんと自分は「一体何がよい詩なのか」ということ見失っていった 

先生と生徒というロールプレイが崩壊していったのである 

 

彼女の詩作品は、いわゆる厨二要素が満載でとても見ていられるものではなかったが 

彼女との対話のなかには、時折鋭くと光る詩性を感じ 

なぜこれを詩に描かないのだろうと何度が問い詰めたが 

これはうまくいかなかった 

だがそれが笑えた 

神の織り成すユーモアのように見えたからだ 

 

去年、桶川で開かれた朗読会のオープンマイクの枠に彼女は出演した 

その為に俺たちは数日、朗読合宿を行った 

会場の四隅を意識できるくらい余裕をもって 

瞳とテキストが近視的にならないように、お客んさんのことも感じて 

喉だけじゃなく全身を使ってことばを 

それらは当日それ程うまくいかなかった 

 

白犬さんは自分のステージを終えたあと両手で顔を塞いだ 

だけれど多分、その瞬間が 

一番お客さんの心をつかんだ 

 

 

「魔法はある」白犬 Ver より 

 

甲虫のような車が最終的に辿り着くのはいつも深夜のぷらいべーと・すたじおで、それはまんしょん

の一角にある、ごく普通の（とは言え、田舎の貧乏娘の私からすると高級そうな）まんしょんの扉を開

いた先に、その空間は広がって居る、抑えられた照明は静かな陰影を伴い、こんくりーと張りの床は

何処までも無機質さと清潔を保って居る、機材は収まるべき場所にきちんと収められ、天井を始め

様々な場所には厳選された木材があしらわれて居て、洗練された上品な空間、けれど、何処かひ

んやりとした部屋、の空気、気配を、私は何度訪れても、巧く掴むことが出来無い、出来無いままに、

すたじおの奥に置かれた黒い布張りのそふぁの上で、行為はいつも始まる、殆どなんの会話も無い

ままに、 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


